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幼小中高一貫教育「知床学Ⅰ（ワシ学習）」の報告

１ 単位等 （１）幼小中高一貫教育「知床学」における高校１年時の自然環境学習

（２）「総合的な探求の時間」として実施

２ 内 容 （１）観光船からのオジロワシとオオワシの観察

（２）流氷や流氷と関係の深い生物の観察

３ 日 時 令和４年２月２５日（金）

４～６校時【ＤＨ】、３校時に事前学習を実施【知床概論Ⅰ】

４ 観光船 （有）知床ネイチャークルーズ Ever Green
５ 参加者 羅臼高校１年生 ７名

６ 引率者 丸子恵未（担任）、小林俊樹（副担任）、北川萌香（学年付・養護）、坂本将哉（保健体育科）

先田直裕（知床概論Ⅰ担当）、後藤大心（一貫教育総合学習部会）、中野拓也（進路指導部）

７ 日 程 １０：４５ ３校時：事前学習【知床概論Ⅰ】

１２：５０ 羅臼港着、乗船（Ever Green）
１３：００ 出航《 オジロワシ、オオワシの観察 》

１４：００ 羅臼港着、下船（集合写真撮影）

１４：４０ 振り返りノート記入

【感想】

○３年ぶりくらいにクルージングの船に乗船できて普通に楽しかった。

○流氷に到達したときにゴメ、オオワシ、オジロワシを見れて嬉しかっ

たです。

○ツチクジラが間近で見れたので、貴重な体験になりました。

○ワシを集めるために餌を与えることに対しては、良い部分と悪い部分

の両面があるので良くないとは言えないが、少し考えても良いと思う。

○まず、ワシかっこいいなと思ったこと、これ１番。そしてツチクジラ

はこの時期めったに見れないそうなので、それが見れてうれしかった。

○自分で撮影したツチクジラの写真のうち２枚くらい良いやつがあって

うれしかった。

○移動中にいろいろな話しを聞けて勉強になった。海の上で見る方が鳥

を近くで観察できてすごいと思った。

知床ネイチャークルーズのスタッフの皆さん

ありがとうございました。




